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地域福祉を推進します
●地域福祉全体のマスタープランである、地域福祉計画を社会福祉協議会と共同で策定し、

地域福祉における行政の役割と社会福祉協議会の役割を明確にしたうえで、これに沿っ

たアクションプログラムを作ります。

●地区福祉委員会と連携して、一人暮らしの高齢者の「見守りネットワーク」をさらに広げ

細分化し、町会単位でネットワークを張るよう体制を構築します。

●認知症などの将来の不安の解消のために成年後見制度を活用するとともに、市内金融

機関などと連携し、市民の財産を守るシステムを作ります。

●社会福祉協議会との緊密な連携をはかり、ボランティアセンターを活性化するなど福祉

の重層化につとめます。

●包括支援センターを、市独自で保健師などの専門職を積極的に配置し、高齢者だけでな

く、障害者や児童を地域で支える総合的な地域福祉拠点として活用させます。

高齢者福祉を推進します
●街かどデイハウス事業をさらに推し進め、高齢者が集える空間を提供します。

●シルバー人材センターの就業率を上げ、単純作業主体から専門技能への特化を図ります。

障害者福祉のさらなる向上に努めます
●包括支援センターの機能充実により、地域における障害者の支援システムを構築します。

●障害者向けタクシー利用制度の創設を図ります。

●無認可の福祉作業所に対し、法人または小規模法人に移行できるよう支援を行います。

●精神障害者の作業所は余りに少なく、これを府との連携のもと、大幅に増やし、家庭から

社会への参加を促進します。

●ユニバーサルデザインの啓発を進め、すべての人が暮らしやすい住環境を目指します。

保健・医療の連携と健康づくり
●救急救命ドクターカーを導入し、一刻でも早く貴重な命が救えるよう努めます。

●救急救命士を大幅増員し、救急体制の整備を抜本的に図ります。　　　

●ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の配備とともに市民への啓発を行います。

●小児科及び産婦人科の広域的確保調整を主体的に行い、中河内圏での充実を図ります。

●市立病院と市訪問看護ステーションとの連携により、在宅医療における公共的役割を

果たします。

●保健師の徹底した訪問指導・訪問活動などで疾病予防を図り、有病率の低下を目指し

ます。

●市内のすべての公共施設・機関を禁煙とし、受動喫煙の防止を図ります。

●国民健康保険加入者に対する健康チェックを実施し、医療費全体の抑制を図ります。
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産業・農業の振興を図ります

循環型社会を目指します

●市内の商店街の活性化のために空き店舗を利用し、子育てルーム、若手作家の作品の展

示、ボックスフリーマーケットなど既存以外の空間をつくり、賑わいのある商店街を目指

します。

●中小企業の製造業の高度特化をはかり、府と共同で研究センターを設置し、大学と共働

してモノづくり日本一を目指します。

●市内の中小企業が経営上の課題等について相談できるサポートセンターについて、弁護

士、公認会計士、税理士、診断士などの相談員を大幅に増やし、実のある支援センターを

再構築します。

●海外との取引における、法制度や取引慣習などの違いによるリスクを回避するため、ワ

ンストップ相談窓口の開設を図ります。

●雇用・就労について、ハローワークやジョブカフェだけでなく、市が独自に市内の雇用を

細かく把握し、総合的な窓口としてその機能をはたします。

●都市農業としての八尾の農業を活性化

するため、直売所の拡大、農業の担い手

育成確保、農業経営の品目管理などを推

し進めます。

●農業の生産性向上として、横断的な所得

安定、食育や地産地消、学校給食と連携し、

今後の農業の発展を図ります。

●21世紀を担う後継者を育成するために、

次世代育成セミナーを実施します。　

●3Ｒ（廃棄物の発生抑制・リデュース、再利用・リユース、リサイクル）を推進し、循環型社

会を目指します。

●八尾市が配布する資源ゴミなどのゴミ袋について、その配布数を適切に見直します。

●有価物集団回収をさらに推し進め、地域全体で取り組むシステムを作ります。

●環境に優しいまちづくりを進めるため、自転車道の整備を府とともに行います。

●温暖化防止のためのクリーンエナジー、バイオディーゼル燃料の活用を図ります。

●ヒートアイランド対策として、壁面緑化、屋上緑化、駐車場の芝生化、高反射塗装などの

モデル施策を市の施設に実施し、民間業者にこの取り組みを啓発します。
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